
米 等 の 生 活 必需 品 の 価格 高 騰 対策 を 求 める 意 見 書 （ 案）  

 

横 浜 市 会 は 令和 ７ 年 第１ 回 定 例 会に お いて 、 全 国 的 な物 価 高 騰の 影 響 に より 生

活 者 の 家 計 が著 し く 圧迫 さ れ 地 方自 治 体に お い て 住 民へ の 生 活支 援 が 喫 緊の 課 題

と な っ て い たこ と か ら、 全 会 一 致を も って 、 令 和 ７ 年３ 月 25日 付で 「 生 活者 の 家

計 負 担 軽 減 に必 要 な 物価 高 騰 対 策に 係 る財 源 措 置 を 求め る 意 見書 」 を 国 に提 出 し

た 。 こ れ は 、 物 価 高 の 克 服 に 向 け 、 国 民 生 活 を 守 り 抜 く た め の 当 面 の 対 応 と し  

て 、 生 活 者 の家 計 負 担軽 減 を 目的 と し た措 置 を 実 施 する よ う 国に 強 く 要望 し た も

の で あ る 。  

総 務 省 統 計 によ る と 、令 和 ７ 年４ 月 時 点の 全 国 の 消 費者 物 価 指数 は 、 前年 同 月

比 で 3 . 6％ 上 昇 して お り 、と り わ け食 料 品 の値 上 が り が 著し く 、 この う ち 米類 は

98 . 4％ 上 昇 し 、 ７か 月 連 続で 過 去 最高 を 更 新し て い る 。  

ま た 、 総 務 省が 令 和 ６年 ６ 月 に 公表 し た消 費 者 物 価 地域 差 指 数に よ る と 、全 国

平 均 を 1 0 0と し た 場 合 、神 奈 川 県は 1 0 3 . 1、 横 浜 市は 1 0 3 . 7、 川 崎市 は 1 0 4 . 0と

な っ て お り 、 県 内 都 市 部 は 傾 向 と し て 物 価 は 明 ら か に 全 国 的 に も 高 い 水 準 に あ  

る 。  

こ の よ う に 、横 浜 市 を含 め た 都市 部 に おい て 物 価 上 昇の 影 響 は顕 著 で あり 、 市

民 生 活 に 大 きな 影 響 を及 ぼ し てい る 。 特に 食 料 品 な どの 生 活 必需 品 の 価格 上 昇 は

日 々 の 生 活 に直 結 す る問 題 で あり 、 対 策は 急 務 で あ る。  

よ っ て 、 国 にお か れ ては 、 国 民生 活 を 守り 抜 く た め の当 面 か つ中 長 期 的な 対 応

と し て 、 次 の措 置 を 実施 さ れ るよ う 強 く要 望 す る 。  

１  食 料 品 など の 生 活必 需 品 の 価格 が 上昇 し 高 止 ま りし て い る状 況 を 踏 まえ 、 速

や か に さ ら なる 対 策 を講 じ る とと も に 、そ の 効 果 を 継続 的 に 見極 め 、 実効 性 を

高 め て い く こと 。 と りわ け 米 の一 大 消 費地 で あ る 大 都市 を 含 め、 米 の 安定 的 な

供 給 と 急 激 な価 格 変 動の 抑 制 を図 る よ う、 生 産 、 流 通を 含 め た米 政 策 の抜 本 的

な 改 革 を 検 討す る こ と。 ま た 、そ の 検 討に 当 た っ て は、 米 の 生産 、 流 通等 の 実

態 を 把 握 し 、実 効 性 を高 め る こと 。  

２  消 費 者 物価 地 域 差指 数 が 高い 水 準 にあ る 都 市 部 では 生 活 費全 体 が 相対 的 に 高

く 、 生 活 必 需品 の 価 格高 騰 の 影響 が 家 計に 大 き く 響 く傾 向 に ある こ と から 、 特

に 都 市 部 に おけ る 効 果的 な 物 価高 騰 対 策を 速 や か に 講じ る こ と。  

こ こ に 横 浜 市会 は 、 地方 自 治 法第 99条 の規 定 に よ り 意見 書 を 提出 す る 。  
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